
 

 

 

 

 
 
 
１．開催年月日 

令和３年１１月１９日（金） 午前１０時００分～午前１１時００分 

 

２．開催場所 

  大東市教育委員会会議室 

 

３．出席者（５名） 

・教育長          水野 達朗 

・教育長職務代理者     太田 忠雄 

・教育委員         田中 佐知子 

・教育委員         齊藤 めぐみ 

・教育委員         中野 健一郎 

 

４．出席説明員（１２名） 

 ・教育総務部長                     北田 吉彦 

・学校教育政策部長                   伊東 敬太 

・教育総務部総括次長兼家庭・地域教育課長        佐々木 由美 

・学校教育政策部総括次長兼企画・教職員課長       新井 雅也 

・教育総務部次長兼学校管理課長             芦田 雄一 

・教育総務部教育総務課長                杉谷 明子 

・教育総務部教育総務課参事兼野崎青少年教育センター所長 前島 康浩 

・教育総務部教育総務課参事兼北条青少年教育センター所長 向井 孝志 

・学校教育政策部指導・人権教育課長           村島 正浩 

・学校教育政策部ＩＣＴ教育戦略課長           川阪 栄介 

・学校教育政策部教育研究所長兼課長           花澤 秀之 

・教育総務部教育総務課長補佐              岡田 健嗣 

 

５．傍聴者  ２名 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 大東市教育委員会 

１１月 定 例 会 会 議 録 



６．議事日程 

 

 

日 程 第 １  会議録署名委員の指名について 

 

日 程 第 ２   教委議案第２８号 

令和４年度大東市立小・中学校教職員人事基本方針について 

 

日 程 第 ３   一般業務報告 

 

 

 

 



７．議案書 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 

 

 



 
 



 



 

 



 
 



８．一般業務報告 

 

１．家庭教育支援事業の取り組み状況について 

 

２．学校園における活動（新型コロナウイルス感染症にかかる学校における対応を含む） 

について 

 

３．学校運営協議会の設置状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．会議録 

 

水野教育長 

 

北田部長 

水野教育長 

 

 

 

新井総括次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、１１月の教育委員会定例会を開催いたします。 

本日の出席状況について報告をよろしくお願いします。 

本日の出席者は教育長及び教育委員４名、合計５名でございます。 

それでは議事に入ります。日程第１「会議録署名委員の指名について」で

ございますが、本日の署名委員は、齊藤委員によろしくお願いいたします。 

次に、日程第２ 教委議案第２８号「令和４年度大東市立小・中学校教職

員人事基本方針について」について提案理由の説明をお願いいたします。 

教委議案第２８号「令和４年度大東市立小・中学校教職員人事基本方針に

ついて」ご説明致します。 

提案理由といたしまして、市民の教育に対する期待と要望に応え、学校教

育の健全な発展を期すべく、組織的・機能的な学校運営と教職員の教育意

欲・資質の向上をめざして、適切な人事管理のもとに教職員組織の充実を図

るためでございます。 

それでは２枚目の「令和４年度大東市立小・中学校教職員人事基本方針」

をご覧ください。豊かな心と確かな学力を育む教育活動を展開し、新しい時

代を主体的に切り拓く人材育成を推進するために、下記の事項に重点を置い

て適正な人事を行うものです。人事基本方針に関しましては、昨年度の基本

方針からの内容の変更点はございません。従いまして、３枚目にあります市

の新旧対照表のとおり、年次修正のみとしております。 

次に、この基本方針を踏まえた具体的な方向性を４枚目以降の「令和４年

度大東市立小・中学校教職員人事取扱要領」に示しております。市の要領

は、大阪府教育委員会が示す人事取扱要領が基礎となります。今年度、府の

要領につきましては、特に変更点はなく、年次修正のみとなっております。

従いまして、市の要領につきましても、５枚目につけました市の新旧対照表

のとおり、年次修正のみとしております。 

それでは、令和４年度大東市立小・中学校教職員人事取扱要領について、

概要を説明させて頂きます。まず、１．教職員の人事について（１）過欠員

の調整については、児童・生徒数の増減等に基づく定数事情を勘案の上、計

画的な配置換および広域異動を行い、効率的な過欠員の調整を図ってまいり

ます。 

次に、（２）教職員構成の適正化でございます。年齢別、性別、担当教科

別、学校課題等を勘案し、各分野の推進力となる教職員を適正に配置し、教

職員構成の適正化に努めてまいります。 

次に、（３）学校の活性化を図る人事の推進の項目についてです。これま

で新規採用者の大量採用が続いた中で、若手教職員の育成とその活躍が学校

運営のポイントであり、学校長の経営方針のもと、魅力ある学校づくりの推

進を図るとともに、若手教職員の学校運営への参画を促進する等、教職員の
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意欲の向上を図る人事を推進してまいります。 

次に、（４）市町村間等における人事交流の推進について、異動等を行う

に当たっては、様々な人事の交流を積極的に推進してまいります。 

（５）新規採用教職員の人事については、資質向上の観点から適正な配置

を考慮し、異動に当たっては、様々な教育活動を経験できるよう人事交流を

積極的に推進してまいります。 

（６）首席・指導教諭の配置についても、学校の実情、課題等を勘案の

上、学校運営体制・機能の充実または教職員の指導力の向上を図るため、計

画的に行ってまいります。 

（７）異動の対象者についてでございます。学校の活性化、教職員の資質

向上の観点から、同一校における長期勤務者の異動を積極的に推進いたしま

す。基準として、新規採用者については４年から６年、それ以外のものは７

年から１０年を基準としております。 

続いて、２．校長および教頭の任用・異動等については、学校運営上の能

力等を十分考慮するとともに学校の実情や地区人事協議会の協議を勘案の

上、「特色ある学校づくり」を推進するため、適材を適所に配置してまいり

ます。 

次に３．女性教職員の人事については、（１）主任等の任命に当たり、女

性教職員の活用を計画的に進めると共に、（２）母性保護の観点に十分留意

してまいります。 

最後に、４．教職員の退職について、年度末に退職する教職員等の退職手

当に関する優遇措置の適用については、その趣旨の周知を図ることとしてお

ります。 

以上、人事基本方針並びに人事取扱要領について、提案をさせていただき

ました。何卒、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

それでは、この案件に関しまして、ご意見、ご質問等がございましたらお

願いします。 

 先生方が不足しているというのは、大東市に限ったことではないと思いま

すが、新規採用者の人数について、府教委へ市から要望等出せますか。 

採用人数については、大阪府教育庁で決定しますが、その基準として、来

年度は教職員がどの程度必要か、各市に調査をかけており、その中で採用人

数の調整をしているところです。 

学校で何割程度の先生が異動していますか。 

学校によって、先生の経験年数による人数の差はありますが、異動がゼロ

という形にはならない様にしています。新採教員であれば最大６年、それ以

外の先生方は最大１０年という基準はありますが、学校の活性化を図るた

め、その基準を待たずに先を見据えた形で、人数調整をしながら、異動人数

を決めています。 

それでは、この案件につきまして、承認の委員の挙手を求めます。  

【挙手全員】 

それでは、この案件に関しまして承認といたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・日程第３ 一般業務報告につき要点のみを記載・・・・・ 

 

①家庭教育支援事業の取り組み状況について 

⇒１１月１３日に実施された大東市子育て講演会について。大東市家庭教育

応援企業等登録企業による「いくカフェ」や、企業が独自で行っている子ど

も施策の取組紹介等について。小学１年生家庭への状況調査、電話・家庭訪

問の実施について。地域住民による相談訪問チームの活動について。 

意見・質問 

・家庭訪問の対象家庭で連絡がつかない場合について 

⇒接触できなかった家庭については、学校と連携し、児童の状況把握に努め

ている。 

・状況把握調査の対象について 

⇒平成２８年度から家庭訪問を実施する際に小学１年生を対象に調査を行っ

ていたが、令和３年度からは小学４年生の家庭の状況も把握している。 

・「いくカフェ」の参加者について 

⇒令和３年度から保護者ニーズや課題に基づいた内容で開催しているため、

内容に応じた保護者の参加が見られる。 

 

②学校園における活動（新型コロナウイルス感染症にかかる学校における対

応を含む）について 

⇒１１月１日以降、市立小中学校児童・生徒の陽性者、濃厚接触者は確認さ

れておらず、大人も含めて市内の感染状況も収まっている。学校参観等で保

護者に様子を見てもらえるようになり、感染症対策等の実施状況について、

安心の声や新たな提案が聞かれる。今後は、感染症対策についても、保護者

や地域と協力しながら行っていく。 

 

③学校運営協議会の設置状況等について 

⇒「大東市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」に基づ

き、協議会の適正な運営を確保するために必要な措置を講ずるため、進捗状

況について、定期的に報告する。令和４年度に全校区設置に向けて、令和３

年度は北条中学校・南郷中学校をモデル校区として設置。研修の実施や委員

の任命を行った。 

意見・質問 

・全校区設置時期、委員の任命について 

⇒令和４年４月～５月に全校区で第１回学校運営協議会を開催できるように

進める。委員の任命については、当初は学校長の推薦によるが、運営主体が

ＰＴＡや地域の方になるため、将来的には学校方針に応じて、各校の協議会

で情報共有しながら推薦される様な展開を期待している。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 各教育委員から意見等について 



 令和３年１２月２７日 

 

水野教育長 

 

齊藤委員 

 

・市町村教育委員会オンライン協議会について、放課後児童クラブ支援員の

対応について。 

・姿勢について。 

・タブレット端末の活用について。 

・放課後の補充学習、宿題の現状調査について。 

 

 以上で本日の議事は全て終了となりました。 

以上をもちまして、１１月の教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 

 

 


